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                                            記 Ｕ 

○バードウォッチング入門  

 

１．日時：２０２６．４．１９（日）  １０：００～１２：００            天気 曇り                 

２．リーダー：Ｕ、Ｔ              ききみみメンバー：４名 

３．参加者数：大人 ２０名  子供 ６名                   対象者：小学生以上 

４．ねらい：バードウォッチングを通して自然の楽しさや大切さを感じてもらう。 

５．活動場所：多目的ルーム～ベランダ～センター前～水飲み広場～芝生広場～多目的ルーム   

６．活動内容： バードウォッチングのマナー、双眼鏡の使い方や図鑑の使い方を勉強し、野外に出て実際に野鳥 

       を観察してもらう。  

時間・場所       内            容 

１０：００ 

多目的ルーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベランダ 

センター前 

水飲み広場 

芝生広場 

多目的ルーム 

 

 

 

１２：００ 

・自己紹介（ききみみメンバー） 

・内容を伝える（マナー、双眼鏡・図鑑の使い方など） 

・ものさしどりを覚えておくと便利！ 

・オオルリの生態を知る。ヒタキ科 Ｌ16㎝ 

 *日本三鳴鳥の一つ。 「ピールーリージジ」 終わりにジジと鳴く。 

  雄は高い木の上に止まって縄張りを見ながら囀る。 

  雌も囀る。短めで終わりにジジと鳴かない。外敵に対して行う。 

 *生息地：渓流沿いの林を好む。夏鳥。繁殖期以外は１羽で生活するものが多い。 

 *巣：岩のくぼみなどにコケを使って、おわん形の巣を作る。 

 *食べ物：昆虫類、クモ類、木の実など。空中採食をすることも多い。 

 *漢字ドリル 

  ・しあわせの青いとり、オオルリ。 

・雌のあとを追いかける雄。雌の巣作り中に見られる。雄は巣作りを手伝わない。 

・センター前ではキビタキの囀りがはっきり聞こえて、皆で目を凝らして姿を探した。 

・冬鳥のアトリも見ることが出来た。 

・水飲み広場ではコサメビタキ、イカル、シジュウカラなど沢山の鳥がいた。 

・鳥合わせをする。オシドリの缶バッジ配布。 

【水辺の鳥】コガモ、カワウ 

【山野の鳥】キジバト、コゲラ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、ヤマガラ、メジロ、 

シジュウカラ、ツバメ、ヒヨドリ、ウグイス、センダイムシクイ、アトリ、

コサメビタキ、キビタキ、イカル、ホオジロ  １８種                                                                     

・ アンケート依頼  解散 

 

ミニガイド報告 


